
令和６年度 島田小学校教育活動アンケート（学校評価）の結果を受けて 

令和７年２月１８日（火） 

 

【今年度の学校経営方針】 

 

【教育活動アンケートの結果】 

 

回答数 【児童】168 / 170人（98.8%） 【保護者】111 / 170人（65.3%） 【教職員】20 / 20人（100%） 

 

※肯定的評価=「そう思う」「だいたいそう思う」を合わせた割合 
 

【重点的取組の成果・課題と改善策】 

（１）確かな学力を育む授業実践と研究推進～子どもが自ら学ぶ授業づくり～ 

「ICT の活用によって、自分の考えをもったり、友達と共有したりする意欲的な児童の姿が増えた」「授業

の導入を工夫して疑問を引き出したり、児童と一緒に課題を考えたりすることができ、それが課題解決に向か

う児童の意欲につながったりした」といった成果も見られましたが、保護者アンケートにおいて、肯定的評価

が 28.8%～67.5%と低い評価となっています。また、「わからない」が 14.4%の項目もあります。  

このことから、ICTを活用した学習や、めあて・振り返りを大切にしながら課題解決に向かう学習について、

保護者への情報提供が十分でなかったことが考えられます。そこで、便りや懇談会、ホームページなどで保護

者に引き続き学習の様子を知らせたり、授業公開日に ICT を活用した学習や課題解決に向かう学習を公開し

たり、クロームブックを家庭に持ち帰った際に学習の記録や成果物を見てもらったりして、学習の様子が伝わ

るようにしていきたいと考えます。 

また、読書習慣に関しては、学校では朝読書や図書館利用の時間を設け、学校での読書時間を確保してきま

したが、読書量に個人差があったり、家庭での読書習慣ができていなかったりする児童の様子が見られました。

この点については、改めて学校司書や司書教諭を中心に教職員で共通理解を図り、朝読書や「おすすめの本」

の取組を全校で進めたり、児童の読書量や取組の様子を把握して個別に支援したりしながら、家庭とも連携し

て取り組んでいきたいと考えます。 



（２）子ども同士のかかわりを大切にし、思いやりの心を育む教育活動の推進 

 児童、保護者、教職員ともに、全項目の肯定的評価が 80％以上になっており、概ね目標を達成していると

言えます。学校では、児童についての情報交換を密に行い、共通理解を図って対応してきていますが、さらに

肯定的評価 100％に向けて、取組を継続したり工夫したりしていきたいと考えます。 

 

（３）挑戦する心を育む教育活動の推進 

児童は、概ね肯定感をもっていますが、さらなる成長を願う保護者・教職員の思いは大きいと考えられます。

今年度は、生活時程や様々な活動について見直しを行ってきましたが、教育の現状や児童の実態に応じた目標

達成の方法を、家庭・地域の声も聞きながら、協力して考えていきたいと思います。 

なかよし運動会、学習発表会など、多くの方の前で発表する機会をもてましたが、個々で発表することが苦

手な児童もいます。引き続き様々な発表の場と機会を確保していきたいと考えます。 

 

（４）地域に開かれ、地域に根ざした教育活動の推進 

生活科や総合的な学習の時間などで地域（ふるさと）の素材や人材を生かした授業を行ったり、特別活動な

どでバス会社とともにバスの乗車指導をしたり、警察・さわやかネットの方とともに夏休み前に防犯教室を行

ったりするなど、地域に根ざした様々な活動を行ってきました。このことから、児童・教職員の肯定的評価は

高くなっていると考えられます。 

ただし、ふるさと学習に関しては、保護者の「わからない」が 11.7％あり、取組についての情報提供が十

分でなかったことが考えられます。引き続き便りやホームページ等で情報発信していくことで、授業や活動の

様子を知っていただけるようにしていきたいと考えます。               （裏面に続く） 



（５）保護者と連携・協力して子どもを支える取組の推進 

 児童の肯定的評価の高い項目もありますが、肯定的評価が低く、対策が必要な項目が多く見られます。課題

となっている項目は、家庭と学校が連携して取り組むことで効果が上がるものが多く、改めて学級懇談会や

PTA の会、学校運営協議会などで話題にあげ、改善策を協議していきたいと考えます。また、学校でも授業

や生活目標の取組、委員会活動とあわせて指導を継続していきたいと思います。 

 情報発信については、引き続き、配布・発信等による情報提供に努めるとともに、発信した情報を見ていた

だけるように情報の受け取り方について、新年度の登録にあわせ改めて周知したいと考えます。 

 

（６）職員が協働し、自己研鑽に努める学校づくりの推進＜学び続けられる環境づくり＞ 

いずれの項目も、児童の肯定的評価は高いですが、保護者・教職員の肯定的評価が低い項目が見られます。

保護者の肯定的評価が低かったり、「わからない」の割合が多かったりする項目については、保護者への連絡

や説明、対応が十分でなかったことが考えられます。真摯に受け止め、教職員で共通理解し、家庭と学校双方

の意思疎通が図れるよう努めていきたいと考えます。 

学習については、児童の実態をもとに次年度の取組の方向を定めるとともに、個に応じた指導や支援に努め

ていきたいと考えます。特に視覚支援や操作活動を丁寧に行い、基礎基本の積み上げを大切にしていきたいと

思います。 


